

























































































































































































　佐島は，北緯 35度 14分，東経 139度 36分，本州太平洋側の中程に位置する．三浦半島の西岸，
















































　佐島村（現横須賀市）は，明治 3年（1870）の村明細帳では，家数が 180戸に対して，村高 172石
で，田 8町 2反，畑 20町 8反の耕地しかない．住人のうち 174戸が「農」で，ほかに「商」6戸，
「工」として農間稼ぎの諸職 3戸（石工 1戸，船大工 1戸，桶屋 1戸）があるのみである．しかも，



















































（1.5︲2 m）より浅いイソ（磯）が主たる漁場となり，キワモグリは 5尋（7︲8 m）くらいまでのとこ












　1992年現在，佐島ではモグリの漁期は 7月から 9月までの 3ヶ月間である．その間，モグリに出
























































たりに潜る回数や時間は人それぞれである．通常 1日に，昼飯までに 2クラ，その後に 2，3クラの













































































































































































































































































































































































































































































































































項目＼漁法 モグリ ミヅキ イソドリ
従事者 男 男 女（老男）
漁　場 根（オキ︲キワ）～磯 根（キワ） 磯
漁獲対象 アワビ（主）ほか アワビ（主）ほか 磯物（全般）
漁業権 必要 必要 不要（慣行）
漁　法 管理（漁協登録） 管理（漁協登録） 非管理（慣行黙認）
漁　期 7︲9月 10︲6月（通年も可） 通年（大潮）
同業者組合（仲間） あり あり なし
















































ショイビク × × ○ × ○
フンドン ○ × × × ×
ヒドコ ○ ○ × × ×
タル × ○ ○ × ×
オケ × × △ × ○




○ ○ △ × ×
ゾー × × × ○ ×
イソガネ
　　（トコブシトリ）
× ○ ○ × ○
サザエツキ × × × ○ ×
テングサカキ × × × ○ ○
カマ（海藻刈） × × × ○ ○
モリ・ヒシ・フシ ○ ○ ○ ○ ○




○ ○ × ×
ハコメガネ × × × ○ ○
（イソドリ用小型）














































































































































































































































































数 575戸（1997年統計）のうち漁業世帯は 135戸で，漁家割合は 24パーセント弱に過ぎない．
（ 8）　ウエットスーツの導入は佐島の磯漁に大きな影響をもたらした．裸潜りの時には身体的な面でモグリの
時間を大きく制約していたが，ウエットスーツが導入されるとオキモグリでも 1日に通算すると 100回以上
も潜ることが可能になった．また，キワモグリとはいっても 15メートルくらいは楽に潜れるようになっ
た．そのため，ウエットスーツ導入の年だけで大量のアワビが採られてしまい，資源の枯渇が大問題となっ
た．それは，モグリの問題にとどまらず，秋から春にかけておこなわれるミヅキにも大きな影響を与えた．
裸潜りの時にはミヅキのシーズンまで資源が十分に持ち越されており，モグリとミヅキとの均衡関係が保た
れていたが，モグリによる資源の収奪が激しくなったことで，ミヅキの漁獲が激減した．それをきっかけと
して漁協により資源回復を期してアワビ稚貝の放流がなされるようになった．
（ 9）　モグリの家では，ヒドコ（火床）の火種となるマツを山から伐ってくるのは女性とくに嫁の仕事とされ
た．またマツの薪作りはおもに子どもの仕事とされた．モグリ漁に出ると 1日に薪を 1把使う．1シーズン
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に 50日間の漁に出るとすると 50把の薪が必要となり，女性にとってはマキキリは相当の労働となる．
（10）　イソモグリとオカモグリは同義であるので，以下ではすべてイソモグリと表記する．
（11）　全国的にみると，アマはタル・フンドン・舟・トモロシのほかに命綱や碇の有無といったことによって
も類別化される（田辺，1990）．
（12）　高度成長期以降に移り住んできた新住民は除外されるが，旧村部の住人なら大工であれ商店主であれ漁
協の組合員ではないけれどもイソドリをおこなっている．
（13）　唯一，道具としては水中メガネについてのみ明確な違いが存在する．つまり水中メガネを使って漁をお
こなうのがイソモグリであり，使ってはならないとされるのがイソドリである．しかし，だからといって，
イソドリに潜水が禁じられているわけではない．まずハコメガネで獲物を見つけておいてから，素目で水中
に潜り採集することはイソドリでは一般的な採集技術となっている．また，ガラス製の水中メガネが用いら
れるようになる明治前期（1890年頃）以前はモグリでも素目が一般的であった．そう考えていくとイソド
リとイソモグリとは道具においても明確な差は認められないことになる．
（14）　社会的・経済的な側面でいえば，海女の分布を母系制と重ねて解釈する議論もある．例えば，田辺悟
（田辺，1990）は，海女を母系制，海士を父系制，男女ともに潜水漁に携わるものを双系制として類型化し
ている．しかし，この問題については十分な根拠が示されないまま，日本人の起源論と呼応するかたちで論
じられているに過ぎない．民俗調査報告書等で見る限り，日本の場合，海女地域が母系制の社会であるとい
う積極的な証拠は見あたらない．
（15）　海付きの村では，一般に男は海，女は陸という分担がある．そうした海付きの村において，イソドリの
延長として女性がアマ漁に従事するようになったということは，性差に基づく役割分担の意識が強い社会だ
からこその現象であるといえる．一般に農村社会では海付きの村ほど生業に性差が認められないのは，漁撈
という生業が性による役割分担を助長するものであったと考えることができよう．
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